
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
可
能

全
共
ロ
ゴ
マ
ー
ク

厳
し
い
酪
農
情
勢
、

登
録
・
審
査
に
も
影
響

日
ホ
協
　

第

回
総
会
開
く

（一社）日本ホルスタイン登録協会　会長　前田　勉

健康で長命連産し、より高い生涯能力を
発揮できる優良な牛群づくりを目指す

都
府
県
血
統
登
録
申
込

２
年
連
続
４
万
頭
割
る

遺
伝
病
等
ハ
プ
ロ
情
報

の
還
元
拡
充
を
図
る
　

登
録
事
業
は
赤
字
決
算

７
年
度
さ
ら
に
厳
し
く

自
動
登
録
普
及
拡
大
と

全
共
開
催
に
向
け
尽
力
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ロゴマークの一例

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
は
６
月

日
、
東
京
都
内
で
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
と
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
、

７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告
し
、
６
年
度
収
支
決
算
と
７
年
度
会

費
徴
収
方
法
、
役
員
報
酬
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

ＡＰ東京八重洲にて開催

　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
で

は
、
６
月
に
通
常
総
会
を
開

催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、

月
に
は

臨
時
総
会
を
開
催
し
て
理
事

の
補
欠
選
任
を
行
っ
た
。
ま

た
、
理
事
会
を
６
回
開
催
し

て
、
第

回
全
共
及
び
第


回
全
共
企
画
委
員
会
関
係
、

令
和
６
年
度
Ｊ
Ｒ
Ａ
補
助
事

業
、
７
年
度
事
業
計
画
・
同

収
支
予
算
等
に
つ
い
て
協
議

決
定
し
た
。
本
年
２
月
に
は

東
西
２
地
区
で
社
員
会
議
を

開
催
し
、
新
し
い
Ｎ
Ｔ
Ｐ
と

２
０
２
４
年
度
乳
用
牛
改
良

推
進
実
施
計
画
の
講
演
等
を

行
っ
た
。

　
酪
農
不
況
に
よ
り
酪
農
家

の
離
農
が
進
む
中
で
、
６
年

度
の
会
員
申
込
数
は
８
５
４

６
名
で
、
都
府
県
で
は
前
年

度
よ
り
６
・
５
％
減
、
北
海

道
で
も
４
％
減
少
し
た
。
一

方
、
血
統
登
録
申
込
は

万

８
７
２
６
頭
で
前
年
度
よ
り

５
９
１
０
頭
増
加
し
、
北
海

道
は
前
年
度
よ
り
３
・
４
％

増
加
、
都
府
県
も
０
・
６
％

増
加
し
た
が
、
都
府
県
は
２
年
連
続
で
年
間
４
万
頭
に
は

届
か
な
か
っ
た
。

　
体
型
審
査（
牛
群
、奨
励
、

個
体
審
査
等
含
む
）
は
全
国

で
１
万
８
８
２
７
頭
を
数

え
、
前
年
度
よ
り
９
２
８
頭

増
加
し
た
が
、
都
府
県
は
酪

農
家
の
離
農
や
ラ
ン
ピ
ー
ス

キ
ン
病
感
染
の
心
配
か
ら
審

査
受
検
を
控
え
る
酪
農
家
も

少
な
く
な
く
、
前
年
度
に
比

べ
て
７
・
１
％
減
少
し
た
。

一
方
、
遺
伝
子
型
調
査
の
合

計
は
１
万
５
７
５
０
件
で
、

前
年
度
よ
り
３
２
６
５
件
増

加
し
た
。
特
に
前
年
１
月
か

ら
開
始
し
た
β
カ
ゼ
イ
ン
の

判
定
が
２
４
０
０
件
ほ
ど
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
２
ミ

ル
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
情
報
提
供
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
検

索
で
き
る
近
交
回
避
情
報
や

検
定
成
績
証
明
農
家
向
け
の

登
録
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

ラ
イ
ア
ス
）、

さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
申
込

者
に
対
し
て
、
飼
養
し
て
い

る
雌
牛
の
直
近
の
遺
伝
評
価

成
績
と
近
交
状
況
、
未
経
産

牛
の
牛
群
内
順
位
を
グ
ラ
フ

等
で
見
や
す
く
表
示
し
た
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
情
報
利
活
用
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

ジ

ー
ニ
ア
ス
）
等
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上

の
情
報
還
元
の
拡
充
に
努
め

た
。
ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら

ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ
と
牛
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
異
常
症

（
Ｃ
Ｄ
）
、
８
月
か
ら
β
カ

ゼ
イ
ン
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
を
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
提
供
開
始
し
た
。

　
調
査
研
究
で
は
、
前
年
度

に
引
き
続
い
て
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産

振
興
事
業
「
乳
用
牛
ゲ
ノ
ミ

ッ
ク
選
抜
の
推
進
強
化
研
究

事
業
」
を
実
施
し
、
７
道
県

の
農
業
共
済
組
合
か
ら
疾
病

牛
の
診
療
デ
ー
タ
の
提
供
を

受
け
て
、
疾
病
７
形
質
の
遺

伝
分
析
と
耐
病
性
（
疾
病
抵

抗
性
）
成
分
の
試
作
、
ハ
プ

ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
遺
伝
性
疾

患
等
の
保
因
状
況
の
識
別
、

疾
病
形
質
を
考
慮
し
た
Ｎ
Ｔ

Ｐ
や
長
命
連
産
効
果
の
見
直

し
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｐ
等
の
見
直
し
の
成
果
は

来
年
２
月
に
公
表
予
定
の
新

し
い
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の
公
表
に
つ
な

が
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
後
代
検
定
娘

牛
の
体
型
調
査
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
デ

ー
タ
に
よ
る
血
縁
矛
盾
調

査
、
遺
伝
能
力
評
価
用
の
体

型
及
び
泌
乳
記
録
の
血
縁
構

築
作
業
、
牛
群
検
定
全
国
協

議
会
事
業
へ
の
協
力
、
日
本

ジ
ャ
ー
ジ
ー
登
録
協
会
事
業

の
受
託
、
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
協
議
会
事
務
を
受
託

し
て
実
施
し
た
。

　
研
修
会
関
係
で
は
、
都
府

県
５
地
区
で
登
録
委
員
研
修

会
と
登
録
事
務
担
当
者
会
議

を
開
催
し
た
ほ
か
、
県
単
の

共
進
会
審
査
や
登
録
・
審
査

講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
、

登
録
推
進
や
牛
の
見
方
の
実

習
を
行
っ
た
。

　
上
表
の
令
和
６
年
度
正
味

財
産
増
減
計
算
書
内
訳
で

は
、
登
録
事
業
か
ら
な
る
実

施
事
業
会
計
の
経
常
収
益
合

計
は

億
５
６
０
９
万
円

で
、
経
常
費
用
合
計
を
差
し

引
い
た
当
期
経
常
増
減
額
は

８
８
１
３
万
円
余
の
大
き
な

赤
字
決
算
に
な
っ
た
が
、
そ

の
他
会
計
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

会
館
賃
貸
事
業
）
と
法
人
会

計
（
管
理
部
門
）
を
合
わ
せ

た
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減

額
の
合
計
は
何
と
か
１
２
６

６
万
円
の
赤
字
決
算
に
留
ま

っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
収
支

予
算
書
内
訳
で
は
、
実
施
事

業
会
計
の
当
期
一
般
正
味
財

産
増
減
額
は
９
５
５
２
万
円

の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ
ら
の

赤
字
を
、
７
年
度
は
全
共
特

別
会
計
を
含
め
た
そ
の
他
会

計
で
補
填
し
て
も
、
な
お
５

１
９
８
万
円
の
赤
字
が
見
込

ま
れ
る
等
引
き
続
き
厳
し
い

財
務
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

　
令
和
７
年
度
も
引
き
続

き
、
安
価
で
申
込
書
不
要
の

「
自
動
登
録
」
の
普
及
拡
大

と
登
録
の
精
度
向
上
に
努
め

る
ほ
か
、
牛
群
審
査
や
検
定

成
績
証
明
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の

普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　
７
年
度
の
血
統
登
録
計
画

頭
数
は
全
国
で

万
７
０
３

５
頭
、
移
動
証
明
２
８
５
０

件
、
審
査
成
績
証
明
１
万
８

９
４
０
頭
、
検
定
成
績
証
明

７
万
６
９
０
件
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検

査
を
含
む
遺
伝
子
型
調
査
は

１
万
４
２
７
５
件
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
酪
農
界
の
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
の
第

回
北
海
道
大

会
が
い
よ
い
よ
本
年

月


・

日
の
２
日
間
、
北
海
道

安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ

る
。
開
催
地
の
北
海
道
並
び

に
参
加
の
各
都
道
府
県
、
中

央
酪
農
・
畜
産
関
係
団
体
等

の
協
力
の
下
、
成
功
裏
に
運

営
し
て
実
効
を
上
げ
る
。

　
調
査
研
究
で
は
、
前
年
度

事
業
を
継
続
し
て
、
疾
病
診

療
デ
ー
タ
の
収
集
と
遺
伝
分

析
、
遺
伝
性
疾
患
等
の
ハ
プ

ロ
タ
イ
プ
情
報
等
の
提
供
を

行
う
。
ま
た
、
本
年
８
月
に

は
乳
牛
改
良
関
係
の
５
団
体

で
構
成
す
る
乳
用
牛
改
良
推

進
協
議
会
で
開
発
し
た
、
疾

病
抵
抗
性
指
数
の
公
表
、
来

年
２
月
に
は
疾
病
抵
抗
性
を

考
慮
し
た
新
た
な
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の

公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
区
別
登
録

委
員
研
修
会
、
登
録
事
務
担

当
者
会
議
等
の
開
催
、
機
関

誌
「
全
酪
新
報
日
ホ
協
特
集

号
」
の
発
行
、
各
種
表
彰
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
牛
の
登
録
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
館
の
適
正

な
管
理
に
努
め
る
と
し
た
。

　
日
本
ホ
ル
恊
は
７
月

日

に
第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
の
全
共
ロ
ゴ
使

用
に
関
す
る
規
程
を
制
定
し

た
。

　
第

回
全
共
ロ
ゴ
は
第


回
全
共
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
高
め
る
た
め
に
効
果
が

あ
る
と
認
め
た
と
き
に
使
用

を
承
認
す
る
。
ロ
ゴ
の
使
用

は
商
品
や
商
業
広
告
に
使
用

す
る
等
の
営
利
目
的
の
場
合

は
日
本
ホ
ル
恊
の
承
認
を
得

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
が

使
用
す
る
場
合
、
報
道
関
係

が
報
道
の
た
め
に
使
用
す
る

場
合
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
商
品

等
を
無
償
配
布
す
る
場
合
、

企
業
や
団
体
等
が
発
行
す
る

社
内
報
・
機
関
誌
・
会
報
等

で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
無

償
配
布
の
印
刷
物
で
第

回

全
共
関
連
記
事
の
中
で
使
用

す
る
場
合
は
使
用
承
認
の
手

続
き
を
必
要
と
し
な
い
。

　
ロ
ゴ
の
使
用
承
認
申
請
書

や
ロ
ゴ
本
体
、
本
規
程
の
詳

細
に
つ
い
て
は
日
本
ホ
ル
恊

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た

い
。

　
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登

録
協
会
会
員
と
酪
農
関
係

者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
登
録

事
業
の
推
進
に
対
し
て
多

大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
６
月


日
に
全
国
か
ら
多
く
の
社

員
並
び
に
農
林
水
産
省
を

は
じ
め
中
央
関
係
団
体
か

ら
ご
来
賓
を
迎
え
て
、
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
３
年
前
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
発

端
に
、
世
界
の
経
済
流
通

は
悪
化
し
て
お
り
、
今
日

に
至
る
ま
で
食
料
品
や
加

工
品
・
原
材
料
の
不
足
と
、

物
価
の
高
騰
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
酪
農
業
界
に
お

い
て
も
、
配
合
飼
料
や
燃

油
を
は
じ
め
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
と
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
の
牛
乳
消
費
停
滞
に

よ
る
生
乳
の
需
給
緩
和
政

策
や
子
牛
価
格
の
低
迷
等

で
、
全
国
の
酪
農
家
は
先

の
見
え
な
い
暗
く
て
長
い

ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
毎
日

不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
生

乳
生
産
を
続
け
て
い
る
状

況
で
す
。

　
こ
の
厳
し
い
酪
農
環
境

の
中
で
、
私
た
ち
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会

は
、
乳
牛
改
良
を
通
じ
て

会
員
酪
農
家
の
経
営
の
安

定
に
必
要
な
「
健
康
で
長

命
連
産
し
、
よ
り
高
い
生

涯
生
産
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
優
良
な
牛
群
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
、
血

統
登
録
や
牛
群
審
査
、
牛

群
検
定
の
継
続
的
な
実
施

と
、
近
年
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
に
必
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検

査
の
普
及
拡
大
等
を
進

め
、
こ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ

る
有
効
な
改
良
情
報
を
会

員
に
還
元
提
供
す
る
こ
と

が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、

安
価
で
申
込
書
不
要
の

「
自
動
登
録
」
の
普
及
定

着
と
併
せ
て
、
牛
群
検
定

農
家
向
け
に
「
登
録
情
報

活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
）
」
の
提
供
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ

検
査
農
家
に
対
す
る
「
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
情
報
利
活
用
シ

ス
テ
ム
（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
）
」
や
雌
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
評
価
速
報
値
の
提
供

等
、
情
報
還
元
の
一
層
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
中
央
競
馬

会
の
畜
産
振
興
事
業
「
乳

用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜
の

推
進
強
化
研
究
事
業
」
で

は
、
７
道
県
の
農
業
共
済

組
合
か
ら
疾
病
牛
の
診
療

デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け

て
、
主
要
な
疾
病
デ
ー
タ

の
遺
伝
分
析
と
耐
病
性

（
疾
病
抵
抗
性
）
指
数
の

開
発
、
さ
ら
に
は
遺
伝
性

疾
患
等
に
関
す
る
ハ
プ
ロ

タ
イ
プ
情
報
提
供
を
開
始

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

乳
牛
改
良
関
係
の
５
団
体

で
構
成
す
る
「
乳
用
牛
改

良
推
進
協
議
会
」
に
参
画

し
て
、
本
年
８
月
に
は
疾

病
抵
抗
性
指
数
の
公
表
、

来
年
２
月
に
は
疾
病
抵
抗

性
指
数
を
組
み
込
ん
だ
新

し
い
総
合
指
数
の
公
表
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年

月


・

日
に
は
北
海
道
安
平

町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
場
に
お
い
て
、


年
ぶ
り
と
な
る
「
第


回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
」
を
開
催
し
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
及
び
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
牛
の
改
良
の
成
果

と
併
せ
て
、
今
後
の
乳
牛

改
良
の
方
向
性
を
提
示
し

て
い
き
ま
す
。


